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1978 年のイスラム革命に至るまで 70 年代を通して、井筒は毎年定期的に
イランを訪れ、数カ月滞在した。そこで彼は限られた数の親しい学生に『叡
智の台座（Fuṣūṣ al-Ḥikam）』を教えただけでなく、比較東洋哲学の講義も行














































































































































































































 خود بال و  است خود پر. است خود صفات و است خود ذات. است خود آشيان و است خود مرغ او
اد است، خود پرواز و است خود ھوای است، است خود قبلۀ است، خود شکار و است خود صيّ  
 سلطان .است خود آخر و است خود اول. است خود مطلوب و است خود طالب  است، خود مستقبل
 ھم درخت، ھم و است باغ ھم او .است خود نيام و است خود صمصام است، خود رعيت و است خود















































































（短母音 : a, e, o）を用いる。一方で、前近代の人物に関しては、古典ペルシア語表記




（共訳）「井筒先生との最後の会見」『井筒俊彦著作集』第 11 巻（付録  ） , 中央公論
社 , 1993 年 , 2–8 頁）。  
ii Nasrollah Pourjavady: 元テヘラン大学教授。  
iii Mūsā Jār-Allāh (1867–1949 年)。  
iv McGill University。カナダ、ケベック州はモントリオールにある総合大学。  
v Khānaqāh。スーフィー教団の修行のための施設・建築物の名称。「僧院」あるいは「道
場」のような機能をもつ施設・建築物として現在でも各地にみることができる（川本










ーのスーフィズム」『イスラーム思想 2』（岩波講座東洋思想 , 第 4巻）, 岩波書店 ,  1988
年 , 130 頁）。  
viii アラビア文字のバー（b）は横に線を引いた後、その下に点を付す。ここでは、そ
の点について述べている。  
ix 加えて同形の単語「種（ḥabb）」にもかかっている表現である。  
x 『クルアーン』第 7 章 172 節。  
xi イスラムを語るうえで「正統派（orthodox）」というタームは馴染まない、というの
が一般的な認識であるが、ここではスーフィーとの対比で――つまり神秘主義に対置
される法学者やその解釈に基づく人々という意味において――この語が用いられて
いる。  
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